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Together we change the world
Few organizations have shaped educational technology like we have.

我々ほど教育技術(EdTech)を形成してきた組織はありません。

Will the IMS Global Learning Consortium brand go away ?
IMS Global Learning Consortium will remain associated with our 
standards well into the future.

IMS GLCは将来にわたって我々の標準に関連した活動を続けていきます。
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IMS標準一覧

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4

仕様 略称 最新版 最新版
公開年月 V1.0 公開 概要

Learning Information Service LIS V2.0 2013年9月 1999年11月*1 LMSと教務システムのインターフェース
Question and Test Interoperability QTI V3.0 2022年5月 2000年5月 LMSとテスト問題のインターフェース
Common Cartridge CC V1.4 2021年9月*3 2008年10月 LMSとコンテツのインターフェース
Learning Tools Interoperability LTI V1.3 2019年4月 2010年5月 LMSと学習ツールのインターフェース
OneRoster OR V1.2 2021年7月*2 2015年6月 初等中等教育の用途に対応したLIS
Caliper Analytics Caliper V1.2 2020年3月 2015年10月 学習ログデータ・モデルとプロセス
Competencies and Academic Standards Exchange CASE V1.0 2017年7月 ← コンピーテンシーの交換
Open Badges OB V2.1 2020年10月*2 2018年4月 デジタルバッジのパッケージ情報
LTI Resource Search - V1.0 2018年9月 ← 学習オブジェクトリポジトリの検索
Security Framework - V1.1 2021年7月 2019年5月 データ交換のためのセキュリティモデル
LTI Proctoring Service - V1.0 2019年7月*2 ← LMSと試験監視用LTIツールの連携
LTI Submission Review Service - V1.0 2019年9月*3 ← LMSの成績簿からLTIツールを起動
LTI Caliper Analytics Connector Service - V1.0 2019年9月*3 ← LTIツールの学習ログの送信の設定
LTI Course Groups Service - V1.0 2019年10月*3 ← LMSのグループデータをLTIツールで利用
IMS Data Privacy - V1.0 2020年7月 ← プライバシやデータセキュリティ管理
LTI Dynamic Registration - V1.0 2020年10月*3 ← LTIツールをLMSに動的に登録
LTI Data Privacy Launch - V1.0 2021年1月*4 ← データ管理を必要とするユーザの識別
Comprehensive Learner Record CLR V1.0 2021年1月 ← 個⼈の学習記録の⽣成，流通，表⽰
*1: LISの前身であるEnterprise systems interoperability V1.0         *2: Candidate Final Public *3: Candidate Final *4: Base Document

https://www.imsglobal.org/specifications.html 作成/更新 2022年5月22日
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デジタルエコシステム

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4

LMS教務
システム

OneRoster
ツールLTI

LRS

Caliper

テスト

QTI

コンテンツ

Common Cartridge

デジタル
バッジ

Open Badges

デジタルによって形成される互恵的相互依存関係を有するシステム
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なぜ LTI は必要か︖

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4
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LMSの限界

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4

What is clear is that the LMS has been highly
successful in enabling the administration of
learning but less so in enabling learning itself.

明らかなのは、LMSは学習管理と
いう点では大きな成功を収めて
いますが、学習そのものという
点ではそれほどでもありません。
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効果的な学習のための授業設計

講義教材
配布 テスト 課題

提出 復習・・・予習

様々なシステムが必要

授業支援
ボックス LMS 電子書籍LMSビデオ 出席管理

システム

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4
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それぞれが独⽴していると…

学⽣および教員

管理の⼿間およびユーザの利便性に課題がある

授業支援
ボックス LMS 電子書籍LMS

グループ
学習支援
システム

ビデオ

それぞれのシステムにログイン

管理者

教員および学⽣ID、クラス情報、履修情報を登録

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4
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LTIで連携すると…

学⽣および教員

LMSにのみログイン(ユーザからはひとつのLMSとして⾒える)

教材

テスト

お知らせ

レポート
課題

LMS
LTI

管理者は各ツールにユーザ登録をする必要がない

グループ
学習支援
システム

電子書籍ビデオ

授業支援
ボックス

LTILTI

LTI

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4



LTI対応ツールを用いた授業環境事例

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4

LTICanvas

オンライン
教材

共同作業

グループ
学習支援
システム

LTI

LTI

13
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LTI 1.3 / Advantage概要

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4
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LTI 1.3 / LTI Advantage (2019年4月公開)

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4

 Core LTI 1.3︓LTI 1.1のリリースアップ

 LTI Advantage︓
LTI 1.3 を拡張するパッケージ群の総称
• Assignment and Grade Services (AGS)

- LineItem Service
- Score Service
- Result Service

• Names and Role Provisioning Services (NRPS)
• Deep Linking (DL)

出典︓https://www.imsglobal.org/lti-advantage-overview

 Video
 Contents
Web会議
 Test
剽窃チェック
…
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情報処理学会誌への掲載

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4

情報処理学会誌 ぺた語義解説

LTI 1.3の機能と意義 6月号（2022年5月15⽇発⾏済）
LTI 1.3実装/認定 7月号（2022年6月15⽇発⾏済）
LTI 1.3事例紹介 9月号（2022年8月15⽇発⾏）

学習基盤を拡張する国際技術標準 IMS LTI 1.3
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LTI 1.3 および LTI Advantage 図解

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4

LTI 1.3

LTI Advantage (Names and Role Provisioning Services)

LTI Advantage (Assignment and Grade Services)

LTI Advantage (Deep Linking)

起動オプション設定
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LTI 1.3 / Advantage 事例

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4

 Moodle と LTI 1.3/Advantage Demo Tool の構成

Moodle
3.10

LTI 1.3対応
Demo Tool
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管理者がLTIツールの設定を⾏います。
教員は設定されたLTIツールをコースに追加します。

LTIツールの設定

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4
管理者画⾯ 教員画⾯

ここで選択



20

コースに設置されたLTIツールをクリックすると、LTI 1.3 機能に
よりツールがラウンチされ、Moodle画面内にゲーム開始画面が
表⽰されます。

学⽣による実⾏

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4
学生画⾯ 学生画⾯
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学⽣がゲームを開始すると、LineItem service により成績簿に
ScoreとTime Takenというlineitemが追加され、学⽣がゲーム終了
後にScore Service によりそれぞれの成績が書き込まれます。

LTI AGSによる成績簿への書き込み

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4

教員画⾯(最初の学生がゲーム開始前) 教員画⾯(学生ゲーム終了時)
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他の学⽣がゲームを⾏い成績簿に結果が記録されると、ゲーム開
始時に画面右側のScoreboardにそれまでの成績が表⽰されます。

LTI NRPSによるクラス名簿の取得とLTI AGSによる成績読み込み

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4

①すべてのユーザのID, Score, Time Takenを
LTI AGS Result Serviceにより取得する。

② LTI NRPSにてコースに登録されたすべての
ユーザのID, 姓名を取得する。

③ ScoreboardにScore, Time Taken, 姓名を
表示する。

学生画⾯
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教員はLTI Deep Linkingによりゲームの難易度を設定する
ことができます。

LTI Deep Linkingによるゲーム難易度の設定

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4

教員画⾯ 教員画⾯
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Sample Program 情報

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4

 LTI 1.3 Advantage Demo Tool
https://github.com/IMSGlobal/lti-1-3-php-example-tool

 lti13-php-example-tool-nodocker
Dockerを取り除いたバージョン
https://github.com/tokiwa/lti13-php-example-tool-nodocker
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Security Framework

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4



インターネット

デジタルエコシステム

サービス
プロバイダ

サービス
クライアント

https://{サービスプロバイダ}/search?zipcode=1000001

{
"message": null,
"results": [

{
"address1": "東京都",
"address2": "千代田区",
"address3": "千代田",
・・・
"zipcode": "1000001"

}
],
"status": 200

}

GETリクエスト

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4 26



インターネット

デジタルエコシステムのセキュリティ – 課題

サービス
プロバイダ

サービス
クライアント

https://{サービスプロバイダ}/search?zipcode=1000001

{
"message": null,
"results": [

{
"address1": "東京都",
"address2": "千代田区",
"address3": "千代田",
・・・
"zipcode": "1000001"

}
],
"status": 200

}

GETリクエスト

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4 27
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通信経路
–TLS1.2/1.3

認可または認証
– OAuth 2.0 Client Credential Grant
– OAuth 2.0 Authorization Code Grant
– OpenID Connect (≒OpenID + OAuth 2.0)

Security Frameworkで定義された Security Architecture

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4

LTI 1.3



デジタルエコシステムのセキュリティ

• 1EdTechが策定した Security Framework
–インターネットの通信経路 TLS 1.2/1.3 
–サービスの利用 OAuth 2.0/OpenID Connect

TLS 1.2/1.3

LMS
OneRoster LTI ツール校務/教務

システム

OAuth 2.0 OpenID Connect

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4 29



サービス
クライアント

サービス
プロバイダ

インターネット内経路のセキュリティ
• TLS 1.2/1.3* 
–セキュアなHTTPS通信の基盤
–サーバ証明書と共通鍵で経路を暗号化

サーバー
証明書

①
②
③

④

①HTTPSでアクセス
②サーバー証明書(公開鍵)を送信
③サーバ証明書で暗号化したデー
タを送信

④そのデータからサービスクライ
アントとサービスプロバイダに
て共通鍵を⽣成

⑤共通鍵を使った暗号化通信
＊︓ TLS 1.2/1.3はそれぞれRFC 5246 / RFC 8446 で定義されている。

④⑤

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4 30



認可と認証

• 認可
[意味] 権限を与える
[事例] 鍵や切符
[技術標準] OAuth 2.0

• 認証
[意味] ⼈を特定する
[事例] 保険証、マイナンバーカード
[技術標準] OpenID Connect

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4 31



認可 –OAuth 2.0
OAuth 2.0* ( Client Credentials )
サービスクライアントは認可サーバが発⾏するアクセストークンに
よりサービスプロバイダに認可され、要求されたリソースを得る

サービス
プロバイダ

認可サーバ

サービス
クライアント

①アクセストークンを要求
②アクセストークンを発⾏
③アクセストークンを提⽰して

リソースを要求
④アクセストークン情報の問合せ
⑤アクセストークン情報を提供
⑥アクセストークンの有効性を

確認後リソースを提供

①

③
④

⑤

⑥

②

＊︓ OAuth 2.0 はRFC 6749 で定義されている。

アクセストークン

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4 32



認証
OpenID Connect
OAuth 2.0 のアクセストークンをユーザ情報を含むIDトークンで
置き換えた⽅法にてユーザ認証を⾏い、リソースを提供する。

サービス
プロバイダ

サービス
プロバイダ

OAuth 2 .0

OpenID
Connect

リソースを提供

アクセストークンを
提⽰してサービス要求サービス

クライアント

サービス
クライアント

認証

認可

リソースを提供

IDトークンを
提⽰してサービス要求

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4 33
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事例紹介

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4
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Turnitin & Cengage

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4

Martin Lenord
Software Engineer

Turnitin

Claude Vervoort
Ed-Tech Web Application Architect

Cengage Learninig



Web会議システム

• 学習者はLMSのコースに設定された学習活動からLTI1.3に
よりWeb会議システムを開始することができる。

第7回関⻄教育ICT展 2022-8-4 36
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出典︓IMS Japan カンファレンス | 日本IMS協会
https://www.imsjapan.org/imsjc2021



fostering future IT engineers with fun learning


